P9 粉体流に対するGinzburg-Landau型理論の試み(基研研究会「ソフトマターの物理学」,研究会報告) by 若生, 潤一 et al.
Title P9 粉体流に対するGinzburg-Landau型理論の試み(基研研究会「ソフトマターの物理学」,研究会報告)
Author(s)若生, 潤一; Brito, R.; Ernst, M. H.












































- 24 1 -
研究会報告
積である｡また次のような記法が用いられた:lAl2-∑｡βA芝β;万-吉IvdrA(r)｡(1)式
の右辺第一項は､線形安定性解析の結果と一致する初期の渦の生成及び成長を表す項で､
第二項は成長した渦の飽和を与える非線形項である｡この非線形項は温度についての流
体方程式における粘性発熱項より生じたものである｡この発展方程式は､非保存秩序変数
Sについての時間依存Ginzburg-Landau方程式に似た形を持つ｡(2)式に与えられたポテ
ンシャル (帆)関数が通常のLandau自由エネルギーと異なるのは､Sの4次の項が二重
の空間積分を含んでいるという点である｡このポテンシャル関数は､Sのフーリエ成分に
よって張られる高次元空間において､無限に縮退した最小値を持つ｡また､この最小点以
外の停留点は全て鞍点である｡
(1)は対流項を省いたときに得られた式であったが､定常解が対流項を含んだ非線型発
展方程式を満たすことを要求すると､2次元の場合それらは以下のスケールされた速度場
也-u/voに相当することが示される｡
dst(x)- eyAocos(kox十Ox)
血st(y)- 昌xAocos(boy+Oy)･ (3)
このとき6y(x)はy方向 (x方向)の単位ベクトルで､Ox(y)は任意の定数である｡また､
Ao≡ d(70-D⊥k.2)/p⊥k.2は定数で､k0-27T/L (Lは系の一辺の長さ)は系の最小波
数である｡
3 MDシミュレー ションとの比較
本理論による定常的な速度場のパターンの定量的予測は､2次元非弾性剛体球のMDシ
ミュレーションの結果と比較され､良い一致が得られている｡詳細は[4]参照｡
上述の定常解(3)はMDシミュレーションにおいて長時間商域における速度場のパター
ンとして観測されており､反発係数α-0.85､面積分率¢-0.4という系において､長時
間 (T-600)で評価されたAoの値Aosimulation-2･78は理論の予測値Aotheory-2･51
と良い一致を見せている｡
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